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　大講堂の取壊し決定が、今年初め県から発
表され、令和3年度中の取り壊しもありうると
の情報が。迷わず今号の特集に決めました。
コロナ禍のため取壊し工事はもう少し先にな
るようです。
　特集を組むに当たり、改めて『烏城』各号
や写真集他の資料を読み直し、大講堂を知る
先生方が思いを込めて呼ぶ「講堂文化」とい
う言葉と、その精神に触れ心を打たれました。
　使用中止により大講堂での行事を知らない
同窓生も、もう二千人をこえています。それ
でも、先生方には講堂文化の精神は変わらず
引き継がれてきたし、これからも引き継がれ
ていくことを願っています。�（広報委員長）

編集後記

同窓会員名簿 第45号
ー平成30年12月20日発行ー

お振込み方法は『別冊朝日』8 ページを
ご覧ください。
1冊 5,000円 （送料込み）

京浜同窓会から
　昨年は平成元年卒が当年幹事でしたが、総会・懇親
会が中止になったため、代替企画としてオンライン
による「GoTo同窓会」を今年１月24日に開催。80
名弱の方々に参加頂きました。Web対談、岡山から
の生中継、４人毎にグループ分けして名刺交換会等、
オンラインならではの企画は皆さんに大好評でした。その他、「オンライン女子交流
会～子育てよろず相談会」（R２年11月28日）や「オンライン学生交流会」（R３年
３月28日）を開催しました。

令和 3 年度総会・懇親会
日　　時：令和3年 10月 31日㈰ 15:00 ～ 17:00
方　　法：Zoomによるオンライン開催　　　参加費：無料
企画内容：�今年は平成２年卒が当年幹事です。ゲスト対談、都内・岡山某所からの中継、

ブレイクアウトルームによる名刺交換会など様々な企画を鋭意検討中。お
楽しみに！詳細は京浜同窓会HPや FB、メルマガにて随時お知らせします。

[京浜同窓会事務局 ]
E-mail : jimu@asahi-keihin.tokyo
HP : https://asahi-keihin.tokyo

正門門扉の化粧直し
　 令 和 ３ 年 ３ 月
末、同窓会の母校
支援を受けて正門
門扉の再塗装を行
いました。４月８
日の入学式では、
例年の如く、白く
美しい正門門扉を
バックに記念写真を写す新入生・保護者の姿が数多く見
られました。
　現在の門扉は同窓会の創立 140 周年記念事業 ( 平成 26
年 ) として新造されたもので、大正後半期の六高の門扉
を再現しており、重厚かつレトロモダンなデザインが特

徴です。良質なラ
オ ス ヒ ノ キ を 用
い、柾目材のみで
組み上げるなど丁
寧に製作されてい
ます。高価で塗り
にくいとのことで
すが、通気を妨げ
に く く、 木 材 を

長持ちさせる効果が高いオスモカラーで塗装しています。
とはいえ、長期にわたって良い状態で維持していくには
定期的な再塗装が欠かせません。木部は３年ごとぐらい
がよいと言われています。とすると、次の塗装は令和６年、
150 周年の年となります。この度のお礼を申し上げると
ともに、今後につきましてもよろしくお願いしたします。

同窓生の美術品修復
　令和３年、同
窓会による母校
支援を受け、片
山健吉氏 ( 大正
７卒 ) の油彩画

「秋の画」( Ｆ６
号 ) を修復しま
した。本校美術
教諭であった赤
瀬透氏が、昭和
29 年に本校に寄贈された作品です。本校は片山氏の油彩
画「風景」( 昭和 28 年作 ) を所蔵しており、同窓会の母
校支援によって平成 27 年にすでに修復されています。
　これで校内に所蔵される油彩画の修復についてほぼ完
了しましたが、書道作品についてはまだ多く残っていま
す。引き続いてのご支援をよろしくお願いします。

正門前での記念撮影は入学式の風物詩

正門門扉のビフォアー（左）＆アフター（右）

片山健吉「秋の画」　油彩画・Ｆ６号
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